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トルコにおける生活雑排水の排出と汚染に関する罰金について 

 
 

はじめに 

トルコで生活雑排水による汚染により罰金が科せ

られたという報告が、ガードに多数寄せられてい

ます。これまでのところ、トルコ当局は、特に船

舶が入港中に出す生活雑排水による海洋汚染につ

いて罰金を科しています。罰金は、汚染範囲や環

境被害の申立てとは関係なく、船舶の総トン数に

基づき計算されます。わずかな量の生活雑排水が

船外に出ても、高額な罰金が生じる可能性がある

ということです。本サーキュラーでは、トルコ当

局が生活雑排水やギャレーからの汚水排出を汚染

とみなしていることをご報告します。 

 

適用規則と解釈 

現地の港湾規則は通常、その写しが本船の船長に渡されていますが、この規制により機

関室ビルジや廃油、生ごみの海上投棄は固く禁止されています。トルコ当局が科す大気

汚染や環境汚染に対する罰金は、高額です。罰金の最低額は毎年1月1日に施行される同

国の各年の｢予算法｣で定められます。 

 

現地の港湾規則中、生活雑排水については特に記載がないために(この点、米国環境保護

庁（EPA）のVGP要件とは異なります)、船長はこのような排出が許可されていると誤解

しているかもしれません。ガードのルール47.c項による保険の補償対象は、｢偶発的な漏

出｣の結果発生した汚染に対する罰金です。生活雑排水が偶発的ではなく故意に海へ排出

された場合、メンバーは補償を受けることはできません。 

 

トルコの環境法によれば、直接的または間接的にあらゆる種類の廃棄物または残飯も自

然環境へ放出してはならないことになっています。トルコの環境法においては、「あら

ゆる種類の廃棄物」は非常に幅広い意味を持つと考えられており、生活雑排水も汚染物

質に含まれます。汚染の可能性がある場合、当局の担当者にはその汚染を防止する義務

が生じ、また汚染行為の当事者には、その影響を最小限に抑えるために必要な予防措置

を講じる義務が生じます。 

 

トルコ当局は、あらゆる種類の廃棄物を汚染物質とみなしています。さらに、第5237号

法律の新しいトルコ刑法5237号1の第181条および182条では、故意または過失による環境

汚染に対し禁固刑を定めています。 
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最近の事例 

最近ガードに報告された事例は、本船停泊中に海に排出された生活雑排水(ギャレーの汚

水)により汚染が生じたとして、トルコ当局が高額の罰金を科したというものです。おそ

らく汚水がキャビンのバスルームから船外に排出されている間に港湾当局の検査官が排

出に気付き、サンプルを採取したと思われます。 

 

別の事例は、トルコの港内のバースから錨地に向けて出港中の本船に関するものです。

乗組員が消防用ホースでコンパスデッキとブリッジを洗浄中、港湾当局の検査官が本船

に横付けし、本船の右舷側と左舷側両方の排水口の水のサンプルを採取しました。その

結果、本船は甲板上の汚水(油、残留塵埃および異物)を海に漏出したことで罰金を科され

ました。 

 

対策 

船主は現地の法規制について熟知しておく必要があります。MARPOL条約の規制にはす

べて適合しても、現地の規制はさらに厳格である可能性があり、すべての現地規制を遵

守しなければならないからです。汚染に対する罰金についてのP&I保険の補償は、船舶か

らの汚染物質の偶発的な漏出のみを対象とするもので、現地規則を誤って解釈したこと

による業務上の排出の事例は対象となりません。トルコのすべての港においては、冷却

水以外あらゆる種類の水の排出が禁止されていることも、常に覚えておくべきでしょう

。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


